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属人的になりやすい職種で活用できる
専門学校での“逆インターンシップ”

2018年度の税制改正で、社員教育を拡充した企業の法人税減税が検討されてい

る。しかし、職種によっては社員研修を組みにくいものもある。属人的になりやす
い技術の習得が求められる場合はなおさらだ。そんなケースにひとつの回答を提
示してくれたのが、舞台音響や照明などのオペレーション業務を担うエス・シー・
アライアンス。音響・照明はいわば職人の世界。キャリアが浅いと自らの技術レベ
ルかわからず、ビジョンを描きにくいため離職につながりやすかったという。
そこで同社は、入社2～4年目の若手社員を対象に、東放学園音響専門学校で2

日間の実践研修を実施。参加した社員からは「音響の面白さを改めて感じた」と
前向きな感想が相次いだ。実は、同様の例は他校でも見られる。たとえば田中角
栄を輩出したことでも知られる建築・土木・CADの専門学校である中央工学校で

は、大手ゼネコンが定期的に新入社員研修を実施。給排水や衛生関連設備、照
明設備まで一室に揃えた「建築設備実習室」があり、そのクオリティが大学や大
学院にもない高さであることが、選ばれている理由だとか。

専門学校は機材も充実しており、体系的に学ぶにはうってつけの場所。中堅社員
にとっては、講師の教え方に触れることで、若手社員への接し方を見直すことに
もつながる。学校とのパイプを強化することは採用戦略にも当然役立つため、社
員研修の選択肢として検討する価値があるだろう。か。


